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例年より遅く梅雨入りし、蒸し暑く過ごしにくい日が続いています。いよいよ夏休みを迎えますが、６月の定期
考査終了後、各種検定試験が行われたり、３年生の進路活動が本格的になったりと慌ただしい日が続いていま
す。そのような中でも、鹿商生は暑さに負けず、日々の学習や学校行事に一生懸命取り組んでいます。今号では、
６月から実施してきた各活動について紹介します。

６月２１日（金）に体育祭を実施しました。前年度までは、学年縦割りのチーム対抗形
式でしたが、本年度はクラスマッチ形式で実施しました。体育祭実行委員会が中心とな
り、企画の立案や準備、競技運営に当たりました。また、各クラスでは団結力を高めるた
め、オリジナルデザインをプリントしたTシャツを作成し、ユニフォームとして着用しまし
た。当日は曇り空でしたが、予定していた全競技を実施し、クラス・学年を超えて親睦を
深めながら、溌剌とプレーしました。結果は下記のとおり、３年生の健闘が光りましたが、
どのクラスもサブテーマ「楽しんだ者が絶対勝つ！」を実現し、一人ひとりが主人公とな
って充実した一日を過ごせたようです。
◆総合順位 ◆競技・種目別順位 ※ 1位のみ紹介
優勝 ３年２組 運動種目 クラス 球技 クラス
2位 ３年１組・２年３組 借り物競走 ３年２組・２年２組 バレーボール ３年３組

◆クラスTシャツデザイン賞 綱引き ２年３組 バドミントン（男） １年２組
３学年全クラス 選抜リレー ３年２組 バドミントン（女） ２年１組

2年生は、７月９日（火）から１１日（木）の３日間、「総合的な探究の時間」の一環として「インターンシップ（就業体験
実習）」に取り組みました（企業・自治体等の１５事業所）。各事業所の皆様には忙しい中、仕事内容や各業務の手順な
ど丁寧に教えていただきました。実習を通して、社会人の方と触れ合いながら、職業理解を深め、働くことの意義や、学習
内容とのつながりについて考えることができたようです。今回の体験を貴重な経験とするためにも、自分の過去・現在・未
来を広い時間軸でとらえ、なりたい自分や豊かな人生について改めて考え、卒業後の進路を切り開いていくことを願いま
す。

僕が塩竃市役所のインターンシップで学んだことは、市の職員としての心構えと接
遇マナーです。市役所は一人が問題を起こしてしまうと、市役所全体に大きな影響
が出てしまうので、職員一人ひとりが「組織の代表」という自覚と責任をもつことが
重要であることがわかりました。このことを踏まえて今後の生活を送っていきたいと
思います。（２年３組：千葉紫月さん）

今回、インターンシップに参加し、トマトの収
穫や段ボールの組み立て、シールの貼り付
け、トマトの袋詰めなどの作業を行いました。
どれも大変な作業ばかりでしたが、この一つ
ひとつの作業が、たくさんの人を幸せにでき
るんだなと強く実感しました。
（２年３組：大和田莉奈さん）

今回実習をして学んだことは、生物を生かす大変さです。
これまで生物を飼育する経験があまりなかったので、その
大変さを知りませんでした。３日間の実習では、死んでしま
った生物をたくさん見ました。水質の管理やエサの調整、
生物の習性などをしっかりとつかみ、繊細な命を支えてい
る職員の皆さんのすごさを実感しました。
（２年１組：早坂美晴さん）

校長先生の前で８クラスの代表が体育祭へ

の意気込みを宣誓しました。笑顔で本行事

のスタートを切ることができました！

仲間の声援を背に、全力で
トラックを駆け抜け、バトン
をつなぎました！

綱を強く引くだけではなく、
息を合わせたリズム、重心
の高さも大切です。

互いに声をかけ合い、仲
間にやさしくボールをつ
なぎ、最後は思い切って
相手チームを攻撃！



6月より４回にわたって「命」について考える活動を実施しました。第１回は６月１８日（火）に実施した「交
通安全教室・防犯教室」です。当日は、古川警察署交通課・生活安全課の方より、道路交通法や自転車利用五則
などの法令・規則、加害者となった場合のリスク、被害の未然防止に関する留意点を学びました。また、不審者
やＳＮＳの不適切利用による犯罪被害の実態、自己防衛の方法・手段なども教えていただきました。第２回は６
月２６日（水）の防災避難訓練です。防災訓練は年2回実施していますが、今回は大地震発生時の避難行動や帰
宅方法、安否確認の仕方などを確認しました。当日は古川消防署志田分署の方に講評をいただき、自分の命は自
分で守る強い意思、自力で生き抜く力の大切さなど、お話をいただきました。第３回は６月２８日（金）の芸術
鑑賞会です。本年度は劇団銅鑼の演劇「いのちの花」を鑑賞しました。ストーリーは、実在する農業高校で学ぶ
高校生が、家畜やペット、人間の命と正面から向き合い考え、動物の骨から花を咲かせて別の命として蘇らせる
「いのちの花プロジェクト」を実践するというものでした。改めて命の尊さやその重みを考えさせられるととも
に、強い思いがあれば、社会を動かすことができるという希望を感じさせる素晴らしい内容でした。第４回は宮
城県警犯罪被害者支援室の協力のもと、７月３日（水）に実施した「命の大切さを学ぶ教室」です。当日は、交
通事故で小学生の息子さんを亡くされた方が、痛ましい事故当時の状況から裁判が結審するまでの過程をたどり
ながら、家族を亡くした心の痛み、事故によって奪われる時間と未来の可能性の大きさを訴えられました。一つ
ひとつの言葉が重く心に響き、様々なことを考えさせられた一時でした。
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◆今後の主な予定 ＴＥＬ ０２２９－５６－２６６４

７月２４日（水） ３年生登校日① ＦＡＸ ０２２９－５６－２４６１
７月３１日（水） ３年生登校日② https://kasimadai
８月 ３日（土） オープンスクール ・ ケアブレンドカフェin鹿島台商業高校 -ch.myswan.ed.jp
８月１９日（月） ３年生登校日③・就職推薦願〆切

８月２１日（水） ３年生登校日④

８月２２日（木） ３年生登校日⑤

８月２３日（金） 全校集会・２時間授業（金曜②・⑥校時）

８月２７日（火） 第２回模擬面接（短縮授業）

＜芸術鑑賞会「いのちの花」＞
小学生の時に一度同じような演劇を観たことがありますが、演劇の迫
力や内容などをよく憶えていなかったので、初めて観るような感覚で、
演技力とストーリーにとても感動しました。特に、自分たちで育てた鶏
を自分たちの手で殺して、料理にして食べるという場面で、命の大切さ
や「いただきます」「ごちそうさま」の言葉の大切さに改めて気付かさ
れましたし、考えさせられました。そして、犬や猫の骨を砕いて肥料にし
て「いのちの花」として蘇らせてまた育ててあげようという考えに心が
動かされました。今回「いのちの花」を観て、私も殺処分について何か
できることがあれば、積極的に協力していけたらいいなと思いました。
（１年１組：岡内鈴羽さん）

＜命の大切さを学ぶ教室＞
私にとって、命という言葉はなかなか実感がもてない言葉ですが、今回の
お話を聞いて、大切な命が奪われるということは時間をも奪われるというこ
とを改めて知らされました。今の私は日々特別なことをして過ごしているわ
けではなく、同じことを繰り返しながら生活していますが、それが当たり前で
はないことなのだと気付くことができました。また、楽しいことや辛いことが
あるということは、言い換えれば生きている証拠なのだと、今までのことも含
めて振り返ることができました。どんな形でも、交通ルールを守って、自分は
もちろん、家族や友人など大切な人を不幸にすることのないよう過ごしてい
きたいと思います。（２年１組：阿部結衣斗さん）

日頃から自然災害をはじめ、身近な危機に対する
心構えをもつこと、周囲の状況をよく見て適切な行
動をとることの重要性を再認識しました。また、地域
の一員であることを自覚し、「自助・公助」の視点か
ら自分たちに何ができるかを考えました。

実話をもとに描かれた、命と向き合う高校生の
心の葛藤とエネルギーを豊かに表現し、迫力の
ある演技に圧倒されました。また、何よりも何気
ない生活の「命のつながり」や、人として生きて
いく上で真に大切にしなければならないことを改
めて考えさせられました。

「交通安全教室・防犯教室」では、交通安全に関する法律や規
則の他、若年層の犯罪被害の特徴と自己防衛のポイントなど幅
広く学ぶことができました。特に身近なＳＮＳとの関わり方に自分
の考えを明確にもち、情報モラルに対する意識を高くもち、犯罪や
トラブルに巻き込まれないよう注意して生活することが大切であ
ることを学びました。また、「命の大切さを学ぶ教室」では、自分
の命はもちろん、家族や友人など身近な人を守るために、また他
者の命とその人の大切な人を守るためにも、社会人としての自覚
を高くもって生活することが重要であることを学びました。

【中学３年生の皆さん】オープンスクール参加者募集中です（８月２日（金）まで申込み）。
【地域の皆さん】ケアブレンドカフェは地域の児童を対象にゲーム大会などを行うイベントです。
※ 皆様のお越しをお待ちしています！詳細は本校ＨＰで御確認ください。

明日から長い夏休みを迎えますが、自他を
大切に、有意義な日々を過ごしましょう！


